
♪
緑
の
丘
の
赤
い
屋
根
・
・
♫ 

歌
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
皆
、
ラ
ジ
オ
の
前
に
集
ま
り
ま
し
た
。
戦
争

か
ら
復
員
し
、
生
き
別
れ
た
弟
を
探
し
な
が
ら
戦
災
孤
児

た
ち
と
共
同
の
住
ま
い
を
創
ろ
う
と
す
る
、
賀
々
見
修
三

と
子
ど
も
た
ち
の
ド
ラ
マ
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
施
設
か
ら

脱
走
し
て
放
浪
を
続
け
る
弟
の
行
方
、
孤
児
を
金
儲
け
の

手
段
と
す
る
悪
い
大
人
た
ち
と
の
闘
い
な
ど
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド

キ
ド
キ
し
て
次
の
日
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る

方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
数
年
後
、
佐
田
啓
二
主
演
の
映

画
も
で
き
、
私
が
通
っ
て
い
た
小
学
校
（
東
京
の
目
黒
）
で

は
、
焼
け
跡
に
建
て
ら
れ
た
映
画
館
を
借
り
切
っ
て
、
児
童 

 
 

 

                        

 

         

 コーヒー ・紅茶

ハーブティ                                          

                                         お菓子 

       

    
    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

      

毎
月
第
３
日
曜
日 

に
見
せ
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
波
乱
万
丈
、
胸
の
痛
む

話
な
の
で
、
私
は
本
当
は
見
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
。 

こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
菊
田
一
夫
の
創
作
で
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
ド
ラ
マ
か
ら
実
話
が
う
ま
れ
た
の
で
す
。 

ラ
バ
ウ
ル
か
ら
の
帰
還
兵
、
品
川
博
は
、
上
野
駅
で
食

物
を
乞
う
孤
児
た
ち
に
会
い
、
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
働
こ
う
と
、
浜
松
の
孤
児
収
容
所
（
葵
園
）

の
無
給
職
員
に
な
り
ま
し
た
。
「
鐘
の
鳴
る
丘
」
の
放
送

が
始
ま
り
、
品
川
は
、
「
鉄
格
子
」
な
ど
の
問
題
が
起
き

た
収
容
所
を
出
て
、
自
分
た
ち
の
「
家
」
を
造
ろ
う
と
決

心
し
ま
す
。
昭
和
二
十
二
年
の
暮
れ
、
品
川
は
五
人
の

孤
児
た
ち
を
連
れ
て
上
京
し
、
靴
磨
き
な
ど
で
稼
い
だ

お
金
で
故
郷
（
赤
城
山
山
麓
）
に
小
さ
な
家
を
建
て
ま

す
。
け
れ
ど
運
営
資
金
に
困
り
、
二
十
三
年
七
月
に
放

送
の
主
人
公
、
賀
々
見
修
平
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
訪
ね
て
行
き

ま
す
。
そ
こ
で
「
鐘
の
鳴
る
丘
」
は
ド
ラ
マ
だ
っ
た
こ
と
を

知
る
の
で
す
。  

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（２
面
に
続
き
ま
す
） 

ミニ講話 

私
た
ち
後
期
高
齢
者
が
生
き
て
き
た
時
代 

そ
の
２ 

 
 

 

静
岡
の
戦
災
孤
児
と
「鐘
の
鳴
る
丘
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

小
島
孝
子 

臨
床
心
理
士 
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090-5620-6070 

 

バスでお越しの場合  

静岡駅北口５,６番線からのすべてのバス 

巴町下車  徒歩７～8 分 

↑笑いは百薬の長 

↑ 

０９０－５６２０－６０７０ 

   

  
 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
           

                                                          
 

上藤美紀代による  

 
 
「声のワークショップ」は、皆様のお声

を若々しく保つために役立ちます！毎

回基本のエクササイズで行っている腹

式呼吸と共鳴発声を普段から心掛けて

みてください。また、今回から『肺炎が

いやなら、のどを鍛えなさい』（西山耕

一郎著・飛鳥新社）の中で紹介されてい

る、のどを鍛えるためのトレーニングも

取り入れます。 

毎日がお健やかでありますよう… 

 

のども鍛える!? 

ヴォイストレーニング 

上藤美紀代さん 
 

最後に合唱しましょう 

松永好夫さんの指揮と 

アコーデオン伴奏 

里の秋・旅愁・虫の声 

 

 

（１
面
か
ら
の
続
き
） 

落
胆
し
た
も
の
の
、
や
が
て
「
自
分
た
ち
で
鐘
の
鳴
る
丘
の
少

年
の
家
を
実
現
し
て
み
せ
る
」
い
う
決
意
が
生
れ
ま
し
た
。
菊

田
一
夫
の
協
力
も
得
て
、
六
年
後
、
本
当
に
「
と
ん
が
り
帽

子
の
赤
い
屋
根
」の
家
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。 

品
川
博
と
最
初
に
行
動
を
共
に
し
た
孤
児
の
一
人
が
、
昭

和
二
十
年
六
月
十
九
日
の
静
岡
大
空
襲
で
両
親
を
失
っ
た

齋
藤
房
二
（後
に
改
名
し
て
品
川
房
二
）
で
し
た
。
斎
藤
は
当

時
十
二
歳
、
後
に
東
大
病
院
の
内
科
医
に
な
り
ま
し
た
。 

敗
戦
の
直
前
、
日
本
全
国
の
都
市
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
爆

に
会
い
、
静
岡
市
だ
け
で
も
二
十
数
回
の
爆
撃
を
受
け
ま
し

た
。
日
本
中
の
多
く
の
家
が
焼
失
し
、
大
人
の
死
者
の
数
さ 

 
え
正
確
で
な
い
こ
の
時
代
で
す
が
、
昭
和
二
十
二
年
の
厚

労
省
の
一
斉
調
査
に
よ
れ
ば
、
十
八
歳
未
満
の
孤
児
は
、

十
二
万
三
千
五
百
人
（沖
縄
を
除
く
）と
な
っ
て
い
ま
す
。 

都
会
の
地
下
道
は
孤
児
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
上
京

し
た
品
川
た
ち
も
、
そ
の
中
で
靴
を
磨
い
て
食
べ
物
を
手

に
い
れ
た
の
で
す
。 

今
回
は
、
鐘
の
鳴
る
丘
、
品
川
博
、
品
川
房
二
に
つ
い

て
、
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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